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2 月 18 日(火)、松阪市のフレックス

ホテルにおいて、水産多面的機能発揮対

策事業令和元年度地域・活動組織等関係

者会議が開催された。 

同事業は、漁業者等が行う、藻場・干

潟・内水面の保全や、漂流漂着物の除去、

海難救助訓練など、水産業・漁村のもつ

多面的機能の発揮に資する活動を支援

するもので、本県では、海面 26 組織、

内水面 5 組織、併せて 31 組織が事業へ

参画している。 

当日は、活動組織担当者、県・市町担

当者ら約 60 名が出席。 

事務局から事業推進上の事務手続き

や会計検査に関する説明がなされた後、

県内組織間の情報共有を目的に、各活動

組織から今年度の取組み状況について

の報告が行われた。 

干潟の保全を実施する組織からは、台

風や大雨の際の流入ゴミ対策に苦慮し 

 

 

 

 

 

ているとの報告や、海況の変化などによ

る成果の伸び悩みを挙げる声が目立っ

たが、今年度から活動を開始した組織か

らは、底質の改善や二枚貝の増加など、

一定の成果があったことが報告された。 

藻場の保全では、順調に藻場面積が拡

大している組織がある一方で、昨年に引

き続き、黒潮大蛇行による海水温上昇の

影響も多数報告され、これまでの活動に

加え、魚類による食害や浮泥への対策も

検討していく必要があるとの意見が挙

げられた。 

その後の質疑応答では、他組織への質

問や意見交換も活発に行われた。 

 

 

 

2 月 18 日（火）、長崎県長崎市に於い

て、第 45 回全国海水養殖シンポジウム

が、「令和新時代～魅力ある魚類養殖業

の幕開け～」をテーマで開催され、全国

から魚類養殖業者とその関係者 435 名

（三重県からは 10 名）が参加した。 

開会にあたり、（社）全国海水養魚協

会の長元信男会長の挨拶の後、株式会社

ジャパネットたかた創業者の髙田明氏

による「夢持ち続け日々精進」と題した

講演があった。その後、パネルディスカ

ッション、養殖魚需給検討会と代表者会

議の報告もあり、生産者が安心して養殖
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「水産多面的事業」に係る関係者会議 

－2/18(火) 松阪市― 

第 45 回全海水シンポジウム 

－2/18(火) 長崎県― 
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に取り組めるよう、会場から意見や要望

が出され閉会となった。なお、46 回目

となる次年度のシンポジウムは、三重県

で開催されることとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県内のアオサノリ生産者でつくる青さのり

事業推進委員会と漁連は 2 月 20 日（木）、

伊勢神宮内宮に収穫したばかりの県産のア

オサノリ３㎏を奉納し、豊漁を祈った。 

海の恵みに感謝するため毎年行っており、

今年は関係者１７人が参拝した。そろいの

法被でザルに入れたアオサノリを掲げ、一

列で宇治橋を渡り、神楽殿に奉納した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2月15日（土）、松阪のり流通センターに

おいて、第 29 回熊野灘の漁業を考える

「2017 年に始まった黒潮大蛇行の三重県

漁業への影響」が開催された。主催は水産

海洋地域研究集会。当日は、様々な漁業

種類からの視点で三重県水産研究所より

話題提供があり、多くの出席者らで活発な

意見交換が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な予定】 

○3 月 3 日（火）～3 月 4 日（水） 

・全国青年・女性漁業者交流大会（東京) 

は中止となりました。 

 
本文の無断転載・転用等は固くお断りします。 

 

 

 

第 29 回熊野灘の漁業を考える 

｢黒潮大蛇行の三重県漁業への影響」 

2/15（土）松阪のり流通センター 

1．2017 年に始まった黒潮大蛇行と沿岸海況 

 三重県水産研究所 久野 正博 氏 

2．カツオ漁業（春夏季における漁場形成の変化） 

         三重県水産研究所 津本 欣吾 氏 

3．まき網漁業（浮魚類の来遊状況の変化） 

         三重県水産研究所  岡田 誠 氏 

4．定置網漁業（漁獲構成種の変化と急潮） 

         三重県水産研究所 笹木 大地 氏 

5．魚類養殖業（魚類の養殖管理に及ぼす影響） 

         三重県水産研究所 松田 浩一 氏 

6．真珠養殖業（2019 年夏季に発生したアコヤガイ大量

へい死との関係） 

三重県水産研究所 栗山 功 氏 

7．藻類養殖業（黒ノリ、青ノリ養殖への影響） 

三重県水産研究所 岩出 将英 氏 

青さのり奉納 

－2/20(木) 伊勢神宮内宮― 
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